
  

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
ご
健
勝

で
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
四
十
三
年
設
備
工
業
科
卒
業
の
尾
島
正
樹
で

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
よ
り
松
野
義
勝
前
会
長
の
後

を
受
け
、
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
会
員
総
数
一
万
九
千
名
余
り
を
擁
す
る
蔵
工
同
窓
会
で

あ
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
役

員
の
皆
様
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま

し
た
本
会
の
歴
史
と
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
令
和
元
年
の
今
年
、
蔵
工
は
創

立
九
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
蔵
工
は
全
都
の
工
業
高
校
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て
の
役
割
を
担
う
学
校
と
し
て
、
先
進

的
な
教
育
環
境
の
充
実
に
取
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
今
後
と
も
新
時
代
到
来
に
ふ
さ
わ
し
い
、
多
く

の
有
能
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
た
だ
け
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
な
る
こ
と
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
都
立

工
業
高
等
学
校
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て
益
々
の
ご
発
展
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
近
年
に
お
け
る
少
子
化
や
高
学
歴
進
学
化
の
著

し
い
進
行
な
ど
の
背
景
の
中
、
時
代
の
趨
勢
や
社
会
の
動
向
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パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

蔵
工
を
応
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
会
長　

尾
島
正
樹
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        ください

な
ど
を
見
据
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
各
種

の
取
組
み
と
合
わ
せ
て
同
窓
会
で
も
積
極
的
に
機
能
を
発

揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
生
徒
の
資
格
取
得
、
各

種
工
業
系
コ
ン
ク
ー
ル
や
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
な
ど
の

参
加
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
は
、
良
い
成
果
を

残
し
た
生
徒
に
対
し
て
、
同
窓
会
特
別
賞
・
皆
勤
賞
・
精

勤
賞
で
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
か
ら
は
、
学
校
の
生
徒
募
集
・
広
報
活
動

の
一
助
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
蔵
工
記
念
館
で
学
校
と
共

催
で
国
際
交
流
と
記
念
品
展
の
特
別
企
画
展
を
催
し
て
お

り
ま
す
。
海
外
か
ら
の
教
育
関
係
視
察
団
の
記
録
、
十
五

年
以
上
の
実
績
が
あ
る
海
外
修
学
旅
行
の
パ
ネ
ル
展
と
訪

問
校
と
交
換
さ
れ
た
記
念
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
蔵
工
を

訪
れ
る
入
学
希
望
の
中
学
生
、
保
護
者
の
関
心
も
高
く
、

好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
や
る
べ
き
こ
と
は
多
く
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
同
窓
会
に
お
い
て
も
最
近
で
は
同
窓
会
新
規

会
員
数
の
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

若
い
卒
業
生
の
方
々
に
ど
の
よ
う
な
形
で
参
画
を
し
て
い

た
だ
く
か
を
含
め
た
、
い
ろ
い
ろ
な
改
善
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会

運
営
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
力
強
い
ご
指
導
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



第７回機窓会総会を開催しました  Ｍ機窓会
機
窓
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
機
窓
会
会
長　
　
遠
藤　
静
雄　
昭
和
４
４
年
卒　

　
第
７
回
機
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
１
１
月
１
０
日
の
土
曜
日
に
、
母
校
近
く
の
ベ
ル
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

総
勢
４
０
名
で
の
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

　
総
会
で
は
二
点
の
改
善
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
予
定
時
間
に
終
了
、
直
ち
に

写
真
撮
影
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
金
子
祐
治
機
械
科
長
の
挨
拶
の
後
乾
杯
、
未
成
年
者
も
居
る
の
で
勿
論
彼
ら

は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
し
た
。

　
和
や
か
に
進
ん
だ
後
は
、
恒
例
の
賞
タ
イ
ム
。
今
回
は
宮
城
県
加
美
町
か
ら

参
加
さ
れ
た
、
４
９
年
卒
で
東
北
蔵
工
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
会
を
代
表

し
て
参
加
の
方
に
遠
距
離
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
北
蔵
工
会
と
宮
城
県
の
す
ば
ら
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
３
２
年
卒
の
４
名
の
方
に
長
老
賞
が
贈
ら
れ
、
こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
今
回
９
６
才
に
な
る
昭
和
１
６
年
の
卒
業
生
の
方
も
出
席
の
予
定
で
、
当
時

の
母
校
の
こ
と
な
ど
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
予
定
し
て
い
た
の
で
す

が
、
急
遽
欠
席
と
な
っ
て
し
ま
い
本
当
に
残
念
で
し
た
。

　
最
後
に
平
成
卒
の
若
手
７
名
に
近
況
報
告
を
し
て
も
ら
い
次
回
の
再
開
を
楽

し
み
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
友
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
建
友
会
会
長　
　
阿
部　
芳
雄　
昭
和
４
７
年
卒

●
在
校
生
の
活
躍
を
紹
介

　
・
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
木
材
加
工
部
門
関
東
大
会
２
０
１
７
（
２
０
１
７  

  　
　
年
８
月
１
９
日
開
催
）
に
中
尾
駿
英
君
（
当
時
３
年
生
・
２
０
１
８
年
卒
）

　
　
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
・
技
能
五
輪
２
０
１
７
（
２
０
１
７
年
１
１
月
２
４
日
～
２
７
日
開
催
）

　
　

伊
藤
か
ん
な
さ
ん
（
当
時
３
年
生
・
２
０
１
８
年
卒
）
が
東
京
都
の
代
表

　
　
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。　
建
友
会
と
し
て
食
事
代
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　
・
２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
学
科
試
験
合
格
者

　
　
２
０
１
６
年
度：１
０
名
（
岡
崎
快
飛
、小
川
拓
海
、河
本
峰
志
、坂
井
青
葉
、

　
　
　
柴
崎
航
平
、
十
文
字
匠
、
神
保
遼
誠
、
田
沼
元
、
崔
高
多
、
広
瀬
祐
太
）

　
　
２
０
１
７
年
度：８
名
（
大
滝
陸
、佐
藤
志
音
、椎
名
匠
、長
田
歩
、中
野
諄
也
、

　
　
　
福
野
皓
介
、
本
田
龍
聖
、
柳
下
開
）

　
　
２
０
１
８
年
度：１
０
名
（
荒
瀬 

修
和
、
池
之
野 

凌
、
植
松 

玲
、
佐
藤 

樹
、

　
　
　
新
屋 

雄
河
、
鈴
木 

拓
朗
、
武
田 

興
紀
、
内
藤 

能
亜
、
藤
田 

竜
樹
、　　

　
　
　
若
松 

慶
人
）

　
・
大
工
技
能
検
定
２
級
合
格
者

　
　
２
０
１
６
年
度
：
１
名
（
伊
藤
か
ん
な
）

　
　
２
０
１
７
年
度
： 

０
名

　
　
２
０
１
８
年
度
：
１
名
（
西
田
佑
哉
）

　
・
卒
業
生
表
彰
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
卒
業
設
計
に
あ
た
り
「
建
友
会
会
長
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　
　
２
０
１
８
年
３
月
２
日

　
　
　
　
最
優
秀
賞
：
安
藤
柊
也

　
　
　
　
優
秀
賞
：
齋
藤
和
也
、
松
下
元
樹

　
　
　
　
努
力
賞
：
小
島
礼
央
、
長
田
愁
也

　
　
２
０
１
９
年
２
月
１
８
日　

　
　
　
　
最
優
秀
賞
：
内
藤
能
亜

　
　
　
　
優
秀
賞
：
佐
藤　
樹
、　
中
村
真
琴

　
　
　
　
努
力
賞
：
石
津
早
也
圭
、　
武
舎
美
幸

　
・
同
窓
会
特
別
賞
（
２
０
１
８
年
伊
藤
か
ん
な
、
２
０
１
９
年
長
谷
川
温
香
）

●
在
校
生
に
支
援

　
体
育
祭
応
援
団
旗
用
ア
ル
ミ
伸
縮

　
ポ
ー
ル
（
２
０
１
７
年
）

　
体
育
祭
応
援
団
旗
（
２
０
１
８
年
）

建
友
会
新
入
会
員

　
２
０
１
８
年
３
月
卒
業
生
（
６
７
期
）
３
２
名

　
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
（
６
８
期
）
３
４
名

●
建
友
会
会
員
の
活
躍
を
紹
介

業
界
誌
「
け
ん
せ
つ
姫
」
に
建
友
会
メ
ン
バ
ー
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
創
刊
号
に
２
名
が
掲
載

　
　
高
宮
希
羽
子
（
２
０
１
６
年
卒
）
と
城
戸
帆
乃
香
（
２
０
１
７
年
卒
）

２
０
１
９
年
第
２
号
に
は
、
在
校
生
１・
２
年
生
女
子
と
建
築
科
平
野
先
生

と
共
に
１
名
が
掲
載

　
　
佐
藤
か
の
ん
（
２
０
１
７
年
卒
）

そ
れ
ぞ
れ
、
建
友
会
と
し
て
お
祝
い
会
を
開
催
し
「
建
友
会
会
長
賞
」
を
贈

り
ま
し
た
。

●
建
友
会
総
会

本
年
は
３
年
に
一
度
の
建
友
会
総
会
（
第
１
２
回
）
開
催
の
年
で
す
。

　
開
催
予
定
日
時
：
２
０
１
９
年
９
月
２
８
日
（
土
）
１
７
時
～

　
開
催
予
定
場
所
：
台
東
区
民
会
館
９
階
特
別
会
議
室
（
台
東
区
花
川
戸
２

の
６
の
５
）

●
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

２
０
１
６
年
の
第
１
１
回
建
友
会
総
会
に
お
い
て
改
選
さ
れ
た
役
員
で
す
。

会
長　
　
　
阿
部
芳
雄
（
１
９
７
２
年
卒
）　

副
会
長　
　
喜
多
山
弘
（
１
９
５
９
年
卒
）

同　
　
　
　
小
島
康
雄
（
１
９
６
６
年
卒
）

同　
　
　
　
最
首
守
雄
（
１
９
６
８
年
卒
）

同　
　
　
　
中
山　
卓
（
１
９
６
８
年
卒
）

同　
　
　
　
寺
崎
俊
典
（
１
９
８
９
年
卒
）

同　
　
　
　
忽
滑
谷
有
成
（
１
９
８
９
年
卒
）

同　
　
　
　
伯
田
恵
介
（
１
９
９
１
年
卒
）

同　
　
　
　
松
尾
和
之
（
１
９
９
１
年
卒
）

会
計　
　
　
山
本　
昇
（
１
９
６
９
年
卒
）

同　
　
　
　
岡
崎
一
成
（
１
９
８
０
年
卒
）

相
談
役　
　
上
村
泰
雄
（
１
９
５
２
年
卒
）

同　
　
　
　
野
田
證
二
（
１
９
５
５
年
卒
）

同　
　
　
　
石
川
正
義
（
１
９
５
６
年
卒
）

同　
　
　
　
塚
本
康
一
（
１
９
５
８
年
卒
）

同　
　
　
　
細
沼
由
秋
（
１
９
６
３
年
卒
）

●
建
友
会
か
ら
の
お
願
い

　
各
期
の
ク
ラ
ス
幹
事
・
建
友
会
役
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

幹
事
・
役
員
に
応
募
さ
れ
ま
す
方
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

建
友
会
へ
の
連
絡
先

　
建
友
会
会
長　
　
阿
部
芳
雄
（
１
９
７
２
年
卒
）

　

              　

TEL/FAX 0476-97-3186

事
務
局　
　
　
　
岡
崎
一
成
（
１
９
８
０
年
卒
）

　
　
　
　
　

TEL/FAX 03-5702-7520

　
又
は
、
蔵
工
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

第 7 回機窓会総会・懇親会

第５５回技能五輪全国大会建築大工部に出場しました    A 建友会 
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電友会クラス会支援制度ができました
    E 電友会

電
友
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
電
友
会
会
長　
　
岡
田　
憲
吾　
昭
和
４
１
年
卒

　
電
友
会
は
，
学
校
全
体
の
同
窓
会
と
は
別
に
、
電
力
・
電
気
科
卒
業
生
の

OB

会
と
し
て
平
成
９
年
発
足
致
し
ま
し
た
。
結
成
理
念
は
、「
私
た
ち
は
、

伝
統
あ
る
母
校
電
気
科
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
た
め
に
、
同
じ
学
び
舎
で

同
じ
学
問
を
修
め
た
も
の
同
志
の
情
報
交
換
を
活
発
化
し
、
親
睦
と
自
己
研

鑽
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
で
す
。　

　
電
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
あ
つ
ま
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
電
友
会
総
会

は
、
隔
年
開
催
の
た
め
次
回
は
２
０
２
０
年
６
月
か
ら
７
月
ご
ろ
開
催
予
定

で
す
。
平
成
３
０
年
の
電
友
会
総
会
に
お
い
て
、
改
選
さ
れ
た
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。　

会　
長　
岡
田
憲
吾
（
昭
和
４
１
年
卒
）　

副
会
長　
島　
篤
志
（
昭
和
４
０
年
卒
）　

同　
　
　
足
立　
功
（
昭
和
４
１
年
卒
）　　
　
　
　

会　
計　
中
西
国
博
（
昭
和
５
２
年
卒
）　

　
同　
　
北
島
鉱
一
（
昭
和
５
２
年
卒
）　

監　
査　
白
井
良
勝
（
昭
和
３
２
年
卒
）　

同　
　
　
吉
野
和
男
（
昭
和
４
１
年
卒
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
電
友
会
の
運
営
は
、
役
員
を
中
心
に
幹
事
会
で
行
事
・
内
容
・
母
校
行
事

へ
の
参
加
等
を
検
討
し
、
実
行
し
て
い
ま
す

●
活
動
報
告

　
・
幹
事
会　
年
９
回

　
・
電
友
会
総
会　
母
校
及
び
電
友
会
行
事
の
検
討

　
　
平
成
３
０
年
７
月
１
４
日　
　
台
東
区
民
会
館
に
て
開
催

　
　
総
会
終
了
後
、
精
養
軒
に
て
懇
親
会

　
　
高
齢
者
の
参
加
種
が
多
い
中
で
平
成
２
８
年
卒
の
若
手
の
参
加
者
も

　
　
数
名
有
り
賑
や
か
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
今
後
も
若
い
方
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
・
蔵
工
祭　
平
成
３
０
年
１
０
月
２
７
日
・
２
８
日

　
　
電
気
科
展
示
室
来
場
者
の
工
作
物
支
援
、
電
気
科
卒
業
生
の
無
線
部

　
　

OB

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局（JAIYKY

）を
開
局
し
、

　
　
交
信
・
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。

　
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
平
成
３
０
年
２
月
１
７
日　
「
本
郷
付
近 

東
京
大
学
構
内
散
策
」

　
　
を
実
施

　
・
同
窓
会
役
員
活
動

　
　
毎
月
の
学
校
と
の
連
絡
活
動
・
定
例
会
議
・
卒
業
式
・
入
学
式
・
体
育

　
　
祭
。
蔵
工
祭
で
は
、蔵
工
記
念
館
に
て
入
館
者
へ
の
説
明
を
行
う
な
ど
、

　
　
同
窓
会
と
協
力
し
て
、
母
校
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
友
会
ク
ラ
ス
会
支
援
制
度

　
平
成
３
１
年
４
月
よ
り
「
ク
ラ
ス
会
支
援
制
度
」
を
も
う
け

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
た
方
々
に1

人1,000

円
（10

名
以
上
の
会
）
を
電
友
会
よ
り
補
て
ん
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
詳
細
は
、
電
友
会
会
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
電
友
会
・
同
窓
会
基
金
へ
ご
寄
付

さ
れ
た
方
々
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
電
友
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

[

連
絡
先]　
　
電
友
会
会
長　
　
岡
田
憲
吾

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL&FAX　

029

（872

）4863

研
設
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
設
会
会
長　
　
東　
輝
夫　
昭
和
４
５
年
卒

●
新
会
長
決
定

　
前
会
長
退
任
に
伴
い
、
東
（
あ
ず
ま
）
副
会
長
が
会
長
代
表
代
行
と
し
て
会
長
に
決
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
役
員
会
で
は
本
年
度
以
降
も
会
長
に
選
任
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
尾
島
前
会
長
の
同
窓
会
会
長
就
任
に
伴
い
研
設
会
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
昭
和
４
５
年
卒
業
の
東
輝
夫
で
す
。
私
の
兄
も
設
備
工
業
科
を
昭
和
２
８
年
に
卒
業
し
、

指
定
水
道
工
事
店
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ご
承
知
の
通
り
研
設
会
総
会
は
４
年
に
１
回
の

開
催
で
間
延
び
し
て
し
ま
う
感
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
昭
和
４
５
年
卒
の
私
の
ク
ラ
ス
会
は
年
３
回
程
開
催
し
毎
回
一
〇
名
近
く
が
集
合
し
ま
す
。

毎
回
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
若
さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
よ
？　
会
員
の
皆
さ
ん
、

今
年
あ
な
た
が
発
起
人
に
な
り
ク
ラ
ス
会
を
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
３
人
で
も
集
ま
れ

ば
情
報
も
入
り
、
次
回
は
４
人
５
人
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
校
６
階
の
蔵
工
記
念
館
に
も
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
懐
か
し
い
写
真
、
ア

ル
バ
ム
等
も
常
設
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
活
発
な
研
設
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
研
設
会
ク
ラ
ス
会
支
援
制
度

研
設
会
で
は
ク
ラ
ス
会
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
５
名
～
９
名
出
席
に
は
一
万
五
千
円
、
１
０
名
以
上
の
出
席
に
は
三
万
円
の
支
援
金
を
出

し
て
い
ま
す
。

　
申
請
受
付
は
ク
ラ
ス
会
開
催

後
で
す
。
書
類
審
査
後
に
申
請

者
の
口
座
に
支
援
金
を
振
込
み

ま
す
。
事
前
審
査
を
希
望
す
る

グ
ル
ー
プ
は
会
長
あ
て
に

メ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
。

（Azum
at

＠snk.co.jp

で
す
）

　
詳
し
く
は　
蔵
工
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
成
３
０
年
研
設
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
懇
親
会

　
平
成
３
０
年
７
月
２
７
日
、

　
浅
草
橋
鳥
越
神
社
近
く
の

　
中
華
楼
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
戸
崎
先
生
・
老
田
先
生
な
ど

　
多
数
の
出
席
を
賜
り
、

　
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
一
時
で

　
あ
り
ま
し
た
。

　
少
な
い
役
員
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
を
含
め
、
特
定
作
業
（
名
簿
管
理
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
、HP

更
新
な
ど
）
で
も
お
手
伝
い
出
来
る
方
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
時
間
を
許
す

範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、
声
を
掛
け
た
際
に
はOB

会
の
た
め
に
ご
助
力
の
程
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

          新研設会会長が決まりました  Ｓ研設会

電友会ウオーキング

平成３０年研設会総会・懇親会

在校生に体育祭応援団畑を寄贈しました
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会員だより 同窓会総会・懇親会

蔵工出身の職員です
皆さんからのお

たよりを待って

います

　
蔵
工
に
学
ん
だ
我
が
人
生
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
庭　
孝
さ
ん　
　
　
昭
和
３
６
年
建
築
科
卒

メ
ー
ル
便
り

卒
業
後
２
７
年
の
歳
月
を
経
て
母
校
に
帰
っ
て
き
ま
し
た

　
平
成
２
年
３
月
に
本
校
機
械
科
を
卒
業
、
千
葉
工
業
大
学
第
二
部
機
械
工
学
科
に
入
学
、
平
成
６
年
に
卒
業
。
同
年
４
月
か
ら
ベ

ア
リ
ン
グ
製
造
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
１
年
で
退
社
。
平
成
７
年
、
清
掃
工
場
用
に
特
化
し
た
天
井
ク
レ
ー
ン
製
造
メ
ー
カ
ー
に
機
械

設
計
担
当
と
し
て
入
社
。
８
年
間
従
事
し
た
後
、
東
京
都
の
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
工
芸
高
校
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
に
赴
任
。
８

年
間
在
籍
し
、
六
郷
工
科
高
校
プ
ロ
ダ
ク
ト
工
学
科
に
６
年
間
在
籍
。
平
成
２
９
年
４
月
か
ら
蔵
前
工
業
機
械
科
に
赴
任
し
、
現
在

は
機
械
科
１
年
１
組
の
担
任
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
思
う
と
「
卒
業
後
２
７
年
の
歳
月
を
経
て
ま
さ
か
、
教
員
と
し
て
母
校
に
帰
っ
て
く
る
と
は
・
・
・
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
そ
し
て
民
間
企
業
で
働
く
こ
と
で
強
く
感
じ
た
事
は
、
や
は
り
日
本
は
工
業
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
で
し
た
。
工
業
高

校
卒
で
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
有
り
得
な
か
っ
た
思
い
ま
す
。
工
業
高
校
に
感
謝
し
、
工
業
高
校
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
教
員
に
な
り
ま
し
た
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
生
徒
に
自
分
自
身
の
経
験
を
還
元
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
報
発
刊
に
向
け
て

　
昭
和
５
５
年
度
電
気
科
卒
業
で
す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
つ
も
本
校
を
多
方
面
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
昭
和
５
２
年
４
月
に
本
校
電
気
科
に
入
学
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
木
造
２
階
建
て
の
校
舎
と
実
習
棟
（
現
１

号
館
）
の
他
に
、
別
棟
の
体
育
館
や
電
気
科
実
習
棟
が
あ
る
時
代
で
、
入
試
で
初
め
て
正
門
か
ら
本
校
を
見
上
げ
た
と
き
に
は
、
電

電
公
社(

当
時)

の
屋
上
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
を
見
て
、「
や
っ
ぱ
り
蔵
前
は
す
ご
い
な
」
と
勘
違
い
し
、
教
室
に
案
内
さ
れ
て
「
や
っ

ぱ
り
蔵
前
は
歴
史
が
あ
る
な･･･

」
と
現
実
を
見
た
最
後
の
学
年
で
す
。
２
年
生
に
進
級
す
る
と
全
面
改
築
工
事
が
始
ま
り
、
校
庭

が
１
／
３
程
度
に
な
り
体
育
祭
も
中
止
、
実
習
棟
の
一
部
を
教
室
に
し
て
授
業
を
受
け
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
気
科
で
は
関
口
先
生
、
山
本
先
生
、
山
崎
先
生
、
体
育
科
で
は
菊
池
先
生
等
々
、
い
わ
ゆ
る
名
物
先
生
も
健
在
で
、
先
生

方
の
授
業
を
拝
受
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
教
職
に
就
い
て
約
３
５
年
、
本
校
に
赴
任
し
て
１
０
年
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
授
業
方
法
は
担
任
の
先
生
に
似
て
い
る

な
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
当
時
の
先
生
方
の
影
響
力
と
自
分
の
責
任
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
校
も
ま
も
な
く
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。歴
史
を
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私
も
卒
業
生
と
し
て
協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蔵
前
工
業
高
等
学
校
に
勤
務
し
て

　
昭
和
５
６
年
に
蔵
前
工
業
高
校
を
卒
業
し
、
巡
り
合
わ
せ
で
本
校
建
築
科
に
勤
務
し
て
早
く
も
１
０
年
が
た
ち
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
年
月
だ
け
は
過
ぎ
て
も
自
分
自
身
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。
進
歩
や
成
長
が
な
い
の
か
、
赴
任
し

た
当
初
と
変
わ
ら
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て
て
い
る
の
か
？
そ
れ
と
も
自
分
が
気
づ
か
な
い
だ
け
で
変
わ
っ
て
い
る
の
か
？

そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
・

　
我
々
の
仕
事
は
３
年
間
の
関
わ
り
で
す
が
、
そ
の
期
間
で
成
果
や
結
果
を
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
卒
業

し
て
数
年
、
あ
る
い
は
１
０
年
以
上
た
っ
て
か
ら
自
分
た
ち
が
関
わ
っ
た
生
徒
た
ち
の
成
長
を
見
て
成
果
の
よ
う
な
も
の
が
実
感
で

き
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
私
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
卒
業
生
た
ち
と
の
関
わ
り
は
実
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
私
た
ち
の
大
き
な
力
の
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
同
窓
会
に
は
い
つ
も
そ
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

蔵
工
の
思
い
出

　
同
窓
会
の
方
々
に
は
日
ご
ろ
か
ら
ご
尽
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
５
３
年
度
全
日
制
設
備
工
業
科
卒
業
で
、
現
在
母
校
の
蔵
前
工
業
高
等
学
校
設
備
工
業
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
で
３
年
、
蔵
工
教
員
と
し
て
４
０
年
、
異
動
も
な
く
、
今
も
蔵
工
一
筋
で
あ
り
ま
す
。
思
い
出
と
言
っ
て
も
学
生
の
時
と
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
の
ど
ち
ら
を
書
け
ば
よ
い
か
迷
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
学
生
の
と
き
の
思
い
出
が
印
象
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
臨
海
訓
練
が
一
番
思
い
浮
か
び
ま
す
。
泳
げ
な
い
生
徒
が
３
か
月
も
経
つ
と
千
葉
県
館
山
の
海
で
遠
泳
を
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
訓
練
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
千
駄
ヶ
谷
神
宮
プ
ー
ル
で
２
時
間
近
く
休
ま
ず
に

泳
が
さ
れ
、
と
て
も
苦
し
か
っ
た
こ
と
で
す
、
し
か
し
こ
の
臨
海
訓
練
が
あ
っ
た
お
蔭
で
他
の
科
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
の
絆
を
深
め
、

ま
た
舘
山
寮
で
の
宿
泊
な
ど
で
自
主
性
や
協
調
性
を
培
い
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ
で
今
の
教
員
生
活
に
お
い
て
生
徒
と
の
関
わ
り
に

も
随
分
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

内
田
順
章
さ
ん　
　
昭
和
３
５
年
設
備
工
業
科
卒

　
蔵
工
、
懐
か
し
い
響
き
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中
に
、

聞
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
、
半
世
紀

以
上
で
す
か
ら
・・・
。
さ
く
や
ふ
だ
ん
の
さ
ち
の
は
な
、

う
ち
ふ
る
ハ
ン
マ
ー
と
ど
ろ
く
・
・
・

　
日
本
の
工
業
立
国
に
貢
献
し
た
も
の
で
す
ね
。
バ
ブ

ル
経
済
の
陰
の
力
持
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
僕
ら
、

学
校
に
入
っ
た
と
き
、
桜
の
帽
章
に
希
望
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
若
い
人
も
僕
ら
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
。
よ

ろ
し
く
。

戸
崎
先
生
の
米
寿
お
祝
い
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村　
清
さ
ん

　
　
　
　
昭
和
３
３
年
設
備
工
業
科
卒

　

平
成
２
８
年
１
１
月
に
恩
師
戸
崎
重
弘

先
生
８
８
歳
米
寿
を
祝
う
会
を
開
き
ま
し

た
。
小
杉
氏
の
挨
拶
、
網
野
氏
の
乾
杯
の

音
頭
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
米
寿
に
は
見
え
ず
髪
も
黒
々
と

お
元
気
な
姿
を
見
て
我
々
よ
り
元
気
で
し

た
。
ま
だ
ま
だ
長
生
き
し
て
白
寿
ま
で
頑

張
っ
て
お
祝
い
で
き
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

お
祝
い
の
会
を
卒
業
生
で
行
っ
た
の
は

我
々
７
期
生
だ
け
と
の
事
で
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
お
祝
い
の
衣
装
を
着
て
い
る

姿
を
見
て
我
々
も
あ
と
１
２
年
も
生
き
ら

れ
る
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
近
況
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
病
院
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

３
３
会　
西
村　
清
さ
ん

　
　
　
昭
和
３
３
年
設
備
工
業
科
卒

　　
懐
か
し
い
母
校
蔵
工
に
ク
ラ
ス
仲

間
と
集
ま
り
見
学
し
よ
う
と
の
話
し

に
な
り
、
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

設
備
工
業
科
の
先
生
の
案
内
で
設
備

実
習
機
械
室
、蔵
工
記
念
館
を
見
学
、

昔
と
違
っ
た
現
在
の
施
設
を
見
て
充

実
し
た
環
境
で
勉
強
で
き
る
生
徒
を

う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　平成 29年度同
窓会総会・懇親
会 は 7 月 15 日
に台東区民会館
で開催しました。
総勢 75名もの出
席があり盛会と
なりました。

同
窓
会
よ
り

　
蔵
工
祭
に
は
多
く
の
先
輩
が
蔵
工

記
念
館
に
来
館
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
懐
か
し
い
写
真
や
卒
業
ア
ル
バ
ム

に
思
い
出
の
話
し
が
尽
き
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
古
い
写
真
、
生
徒
手
帳
、
学
生
服

な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
先
輩
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
の
お

出
で
を
待
っ
て
い
ま
す
。

相
田
育
也
さ
ん　
　
平
成
２
５
年
設
備
工
業
科
卒

　
蔵
工
卒
業
後
は
オ
ル
ガ
ノ
株
式
会
社
と
い
う
水

処
理
会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。
設
備
工
業
科
で

習
っ
た
こ
と
と
少
し
離
れ
た
内
容
の
業
務
で
す

が
、
そ
の
他
の
科
よ
り
も
か
な
り
適
用
し
や
す
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
大
手
半
導
体
製
造
会

社
の
水
処
理
設
備
工
事
に
て
所
長
を
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
が
ら
こ
の
様
な
立
場
に
な

れ
た
こ
と
も
蔵
工
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
知
識
が

少
な
か
ら
ず
と
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
設
備
工
業
科
の
先
生
方
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

米寿のお祝 [ 前列中央が戸崎先生 ]

機械科　高野浩二電気科　堀越由高建築科　金子淳一設備工業科　山口和実

尾島　会長挨拶

　
私
が
蔵
工
に
学
ん
だ
時
期
は
公
立
高
校
全
盛
時
代

で
、工
業
高
校
で
は
「
東
の
蔵
前・西
の
都
島
（
大
阪
）」

と
呼
ば
れ
る
程
の
レ
ベ
ル
で
し
た
。

　

蔵
工
卒
業
後
（
株
）
大
林
組
に
入
社
、
配
属
先
は

名
古
屋
支
店
設
計
部
で
し
た
。（
６
０
歳
定
年
退
職
す

る
ま
で
設
計
部
門
に
在
籍
）。
３
年
勤
務
後
に
会
社
の

了
解
を
得
て
。
工
学
院
大
学
（
２
部
）
工
学
部
建
築

学
科
に
入
学
。

卒
業
式
（
１
部
、
２
部
合
同
）
で
は
総
代
と
し
て
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

在
職
時
代
の
前
半
２
０
年
間
は
、
国
内
（
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
）
の
設
計
に
従
事
。
後
半
２
０
年
間

は
国
内
、
海
外
（
米
国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
国
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
）
の
設
計
に
従

事
し
数
多
く
の
建
物
の
設
計
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

大
林
組
在
職
中
の
私
の
代
表
作
品
の
一
つ
が
「
米

国
ト
ヨ
タ
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
工
場
新
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
文
字
通
り
の
突
貫
工
事
で
、建
屋
の
規
模
（
敷

地
面
積523

万m
2

、
延
面
積37

万m
2

、

工
事
費620

億
円
）か
ら
し
て
、建
設
工
期（
設

計
か
ら
建
物
竣
工
ま
で
）
が
５
年
程
か
か
る

の
２
年
半
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
設
計
チ
ー
ム
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
２
年
間
米
国
駐
在
を
初

め
て
経
験
し
優
良
設
計
と
し
て
社
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
は
米
国
工
場
の
完
成
で
日
本
の
ト
ヨ

タ
か
ら
世
界
の
ト
ヨ
タ
と
し
て
飛
躍
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
、今
迄
の
経
験
を
活
か
し
て
「
設

計
コ
ン
サ
ル
崑
玉
堂
」
を
自
営
し
、
も
の
作

り
の
大
切
さ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
蔵
工
同

窓
会
報
を
通
し
て
建
設
関
連
業
界
で
活
躍
し

て
い
る
先
輩
・
同
輩
・
後
輩
の
方
々
が
、
も

の
作
り
の
大
切
さ
（
技
術
の
伝
承
）
を
再
認

識
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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